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はじめに 
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研究の流れ 
現状の把握 

問題点の指摘 

打開策の案出 

打開のための研究企画 

研究実施 
具体的な手法の立案 
実験実施 
まとめ 

成果の公開 

次研究の策定 

教員の指導の下、 
手法（実験方法）を決める。 
 『何を作りたいのか？』 
   →どうやって作るのか？ 
 『思い通りのものができたか？』 
   →何を調べればよいのか？ 
  形状は？組成は？性能は？ 
   →何で調べればよいのか？ 

作製・分析などの具体的な作業を行う。 
 ＝機器分析＝ 
データ整理も実験のうち！ 

得られた結果の解釈 

繰り返して「1人前」の研究者に！ 4 



機器分析の前に 

指導いただく先生と 

何のために分析するのか？ 

何を調べるのか？ 

どの装置を使えば良いのか？ 

適切な分析条件を設定するための情報は？ 

などについて、十分に相談しておくことが大切です。 

先生方はとても忙しい！ 
先生と相談するために、事前にいろ
いろな情報を自身で収集しておきま
しょう！ 
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機器分析施設の紹介 
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機器分析施設の紹介 

機器分析施設は、各種分析機器等を集中管理し，学内の共同利用に提供しています。 
機器分析施設が直接管理する機器は民間企業などの外部機関にも開放しています。 

研究推進機構 

研究推進総合
支援センター 

産学連携推進
センター 

水素同位体科学
研究センター 

極東地域 
研究センター 

自然科学研究
支援ユニット 

生命科学先端 
研究支援ユニット 

戦略室 

機器分析施設 
極低温量子科学

施設 
放射性同位元素

実験施設 

施設長（松田健二先生（都市デザイン学部）） 
専任教員（小野准教授） 
技術専門職員（山田職員・平田職員） 
技術補佐員（針山職員） 
事務補佐員（山本職員） 

機器管理者 
（協力教職員） 
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設備サポート・ 
マネジメントオフィス 



機器分析施設事務室の場所 
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機器分析施設事務室 
 工学部電子情報実験研究棟１階 

https://www.google.co.jp/maps 



共同利用機器 

大学として導入し、機器分析施設が管理運用する設備（所属機器） 
研究室の先生方が、自身で獲得された研究費等で導入された設備（登録機器） 

全学的に共同利用 

運用（資金） 

利用者から徴収する利用料金（受益者負担） 
大学から配分される維持費 

運用（維持管理） 

機器分析施設の教職員が維持管理 
専門性の高い機器は、学部等の教職員に協力依頼 
（スーパーユーザーの方々にもお手伝いを頂いています） 

運用（教育研究支援） 

講習会（操作説明会）：機器ごとの利用ルール・操作方法・マナー 
セミナー：外部講師による先端分析技術の紹介 
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機器一覧 
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こちらで共同利用可能機器が確
認できます。 



専任スタッフの紹介 
• 専任教員 

小野准教授 
 (内)6825 

 

• 技術専門職員 
山田職員 
  (内)3762 
平田職員 
 (内)3761 
 

• 技術補佐員 
針山職員 
 (内)3759 

 

• 事務補佐員 
山本職員 
 (内)6715 

 

 

機器分析施設 事務室 
内線6715、 cia00@ctg.u-toyama.ac.jp 
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まずはこちらにご連絡
ください。 

お問合せフォームからも
連絡いただけます。 

mailto:cia00@ctg.u-toyama.ac.jp
mailto:cia00@ctg.u-toyama.ac.jp
mailto:cia00@ctg.u-toyama.ac.jp


機器の利用方法 
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機器分析施設ホームページ 

機器分析施設ホームページ 
https://kiki.ctg.u-toyama.ac.jp/ 
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学生/教員別に手続き
が記載されている 



機器の利用方法 
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① 機器の選択 

② 利用申請 

（利用予約システムログインアカウントの取得）（利用許可） 

 ・・・(最初に教員が行う) 

③ 操作講習の受講・・・（利用者が受ける） 

④ 利用予約・確認・・・（教員が予約） 

⑤ 利用・・・（講習を受けた利用者が操作） 

⑥ 利用報告・・・（教員が報告） 

⑦ 利用料金の振替・・・（予算科目を教員が選択） 



① 機器の選択 
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キーワード
を入力して
検索してく
ださい。 



① 機器の選択 

機器一覧から最適な装置を探し
てください。 
 機器一覧：教員に配布、 
      HPにも掲載 
 
 
分析相談（担当者：小野）も随時
受け付けています。 
 
 
詳細なスペックなどで不明の点
等があれば、機器分析施設教
職員あるいは機器管理者に照
会してください 
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（例）検索ワード：分子構造 



② 利用申請 利用予約システム トップページ 

※学内からしかアクセスできません。 
  学外からアクセスする際は、VPN接続してください。 
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利用申請書の提出 指導教員の 
• 所属 
• 氏名(捺印) 
• 内線 
• メールアドレス 
• 希望パスワード(初回のみ) 
を記入。 
 
→機器分析施設 
  事務室へ提出 
(工学部情報棟1階） 

利用申請書(表面) 利用申請書(裏面) 

機器分析施設から管理者に利用
の可否を照会 
       ↓ 
ID・PWの発行 
(初回のみ、教員にメールで通知) 
 
機器の「利用許可」を機器分析施
設事務室からメール連絡 
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③ 操作講習の受講 

利用者は、機器管理者と日程調整を行い、機器

の操作説明を必ず受けてください。 

 管理者またはスーパーユーザーから直接操作説

明を受けなかった場合は、利用できません。 

 利用者間での「教え合い」は認めていません。 
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④ 予約 ログインすると「機器分析施設からのお知らせ」
画面が表示されます。 

※セミナー開催案内
や夏季休業等の機器
利用の可否、停電に
よる利用停止などの
お知らせが表示され
ます。 

※☓印をクリックする
か、ウィンドウの外を
クリックして、利用者
HomePageを表示させ
て下さい。 
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機器の予約には４パターン 

• 機器ごとの特徴を考慮、
利用体系の配慮 

• Ａ～Ｄの４パターン 

パスワード変更 
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機器ごとの特徴を考慮、利用体系の配慮 

● Ａタイプ（管理者が予約許可） 
Webからの利用申込み ⇒ 管理者が予約システム上で許可 
管理者からの許可・不許可はサーバーからメールを自動配信 
（不許可時の再申請には、不許可の申請を削除してから新たに申請） 

● Ｂタイプ（自動的に許可） 
Webからの利用申込み ⇒ 自動的に利用許可 
サーバから管理者・利用者・経費負担者に自動メール配信 

● Ｃタイプ（試料作製・前処理に工夫が必要な機器） 
Webからの利用申込み ⇒ サーバから管理者にメール 
管理者から電話・メール等で利用者に連絡する 

● Ｄタイプ（利用者の相談 →試料によって分析手法にバリエーションがある場合） 
 Webからの利用申込み ⇒ Webに管理者連絡先の表示 

機器の予約には４パターン 

依頼分析
の場合 

22 



予約管理の４パターン（Ａタイプ） 

センター
職員 

センター
サーバー 

機器 
利用者 

（学生など） 

経費 
負担者 

（指導教員） 

機器 
管理者 

④利用申込 
（空き状況の 
確認） 

⑥利用許可 

①機器 
利用申請 
（文書） 

③予約システムID・PW
発行、利用申請許可 

③登録 

⑦許可通知 

②利用申請許可の照会 

⑤予約受付通知 

⑤予約受付通知 
⑤予約受付通知 

管理者が予約に対して
許可を出します。 

⑦許可通知 

⑦許可通知 
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予約管理の４パターン（Ｂタイプ） 

センター
職員 

センター
サーバー 

機器 
利用者 

（学生など） 

経費 
負担者 

（指導教員） 

機器 
管理者 

④利用申込 
（空き状況の 
確認） 

①機器 
利用申請 
（文書） 

③予約システムID・PW
発行、利用申請許可 

③登録 
⑤予約受付通知 

⑤予約受付通知 ⑤予約受付通知 
 （※要確認） 

②利用申請許可の照会 

自動的に利用
が許可されます。 
許可通知は配
信されません。 
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予約管理の４パターン（Ｃタイプ） 

センター
職員 

センター
サーバー 

機器 
利用者 

（学生など） 

経費 
負担者 

（指導教員） 

機器 
管理者 

④利用申込 
（空き状況の 
確認） 

⑥試料確認、 
  日程調整、許可 

①機器 
利用申請 
（文書） 

③予約システムID・PW
発行、利用申請許可 

③登録 
⑤予約受付通知 

⑤申込通知 

⑤予約受付通知 

②利用申請許可の照会 

25 



予約管理の４パターン（Ｄタイプ） 

センター
職員 

センター
サーバー 

機器 
利用者 

（学生など） 

経費 
負担者 

（指導教員） 

機器 
管理者 

④利用申込 

⑥分析相談、 
  日程調整、許可 

①機器 
利用申請 
（文書） 

③予約システムID・PW
発行、利用申請許可 

③登録 

⑤管理者 
連絡先表示 

②利用申請許可の照会 
表示される連
絡先に連絡し、
管理者と相談し

て下さい。 
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利用予約 
利用可能な機器がリストアップされています。 
機器名をクリックすると利用確認画面が表示
されます。 
 

※機器の最新情報
が「管理者からの
お知らせ」に記載さ
れています。 
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利用予約(週表示カレンダー) 

• １週間分の予約状況が表
示される。 

• カレンダーの１マスが１０
分。 

• 予約種類は凡例で色分け。 
• 同用途機器の予約状況を

同時に確認できる。 
• 色のついていないマスを

クリックすると新規利用申
込み画面に移動。 

同じような分析ができる装
置、関連装置の予約状況を
確認することができる。 
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利用予約(週表示カレンダー) 

既に予約の入っている時間帯に新たに予約することはできません。 
29 



利用予約(月表示カレンダー) 

日付をクリックして新規利用申込画面を表示
させ、予約の詳細を記入して下さい。 
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※Ｄタイプの利用確認画面ＨＰ表示 

※カレンダー画面に
は飛びません。 

連絡先だけが表示
されています。 
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予約の確認（変更・キャンセル） 

・キャンセルには予約時の入力メールアドレスが必要。 
32 

昨年度からの変更点： 
予定開始時刻を過ぎ
た場合には、利用者は
キャンセルできません。 
管理者に連絡して、
キャンセルしてもらって
下さい。 



予約キャンセルの確認 

全ての機器で利用予約システム上でキャンセルできるわけではない。管理者のみ
がキャンセルできる機器もあるので、この場合は、管理者に連絡すること。 

(管理者がキャンセルする場合には、キャンセル確認メールは配信されない) 

・１週間以内の予約で、キャンセルされたものがカレンダー上部に表示される。 
  （キャンセルされた予約はカレンダー上には表示されない） 
・キャンセルした場合、利用者・利用責任者・管理者にメールで通知。 
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予約早期終了、予約キャンセル時の
メール通知機能 

予約での利用終了時刻よりも早く終了した場合、利用者が利用報告すると、
後続の予約者に対して通知メールを送信する。 

予約 後続の予約 

実際の利用 後続の予約 

実際の利用 後続の予約 

利用報告 通知メール 予約の変更 

新規予約 

予約の
変更 

通知メールの送信条件(例) 
 ・30分以上の短縮 
 ・元の予定終了時刻から60分以内に後続の予約がある。 
 ・後続の予約が「利用者操作」「許可済み」 
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長期間報告を行わないでいると、システム側から報告を
促すメールが自動で送信されます(１週間ごと)。 
４週間放置すると、システムが一時的に利用不可能にな
りますので、ご注意ください。 
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⑥ 利用報告（A、Bタイプ） 



利用報告（Dタイプ） 

Ｄタイプの機器でも利用報告！ 
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⑦ 利用料金の振替 

四半期ごとに利用料金の振替を行います。 

４～６月期：７月、 ７～９月期：１０月、 １０～１２月期：１月、 １～３月期：４月 

振替時期や対象期間を変更したい場合は、機器分析施設事務室にご相

談ください。 

科研費、共同研究費、受託研究費、寄付金などの予算からの振替が可

能です。 

機器分析施設事務室からメールにて予算科目の照会をいたします。 
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できるだけご希望に沿うように
いたします。 

お気軽にご相談ください。 



～利用上の注意～必ずルールを守って下さい。 
ルール違反が発生すると、装置が壊れたり、他の人の利用を妨げたりすることになります。必ずルー
ルを守りましょう！装置・部屋ごとに使い方が異なっているため、個別に設定されているルールもあ
ります。管理者から十分な説明を受けて下さい。 
【予約・報告について】 
① 必ず予約をしてから利用して下さい。予約しないで使用するのはルール違反です。 
② 予約時のメールアドレス入力は正確に！返信メールが届きません。 
③ 利用後には装置のそばの使用記録簿に利用時間等の必要事項を記入して下さい。 
④ 利用後は、利用予約システムにて利用報告をして下さい。督促メールが届きます！ 
⑤ 入学試験（センター試験・前後期日程）は原則利用禁止です。 
【利用時について】 
① 日中でも鍵がかかっている部屋があります。事前に鍵・セキュリティカードを借りて下さい。 
 貸出場所：機器分析施設事務室、理学部総務課 
② 装置付近では飲食は厳禁です。飲食可能場所は管理者に問い合せてください。 
③ 利用後は必ず掃除をして下さい。備え付けの道具などは元の場所に戻して下さい。整理整頓！ 
④ ゴミは持ち帰り、研究室で処理して下さい。廃液が発生する場合は、必ず容器を持参して持ち帰って下さい。

設置場所の流しなどには絶対に捨てないで下さい。 
⑤ エアコンの使い方は機器・部屋ごとに異なります。管理者の指示に従って下さい。 
⑥ 装置に異常が発生した場合、自己判断せず、管理者または機器分析施設事務室に連絡して下さい。 
⑦ 緊急時（人命にかかわること、水漏れ、異常な臭いなど）は各部屋に張り出してある連絡先に連絡して下さい。 
⑧ 機器分析施設事務室の対応可能時間は平日の9時から16時までです。 
【データの取り出しについて】 
① USBメモリースティックは利用できません。備え付けのCD-R/DVD-Rで持ち帰って下さい。 38 

機器分析施設事務室への鍵の
返却： 

事務室入口横の壁に返却ボッ
クスを設置しています。こちらに
入れて下さい。鍵・カード貸出
ノートへの記載は不要です。 
※ノートは１冊にまとめました。 

学部や他のセンターの事務
局には問合せしないで下さい。 



ルールを守って 
安心・安全に 
効率的に共同利用して下さい。 

良い研究を！ 
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学生保険「学研賠」 

40 



学生教育研究賠償責任保険（略称「学研賠」）について 
この保険は、学生が正課、学校行事及びその往復中で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊させたりしたことにより
被る法律上の損害賠償を補償します。本学では、2009年度入学生より、入学時に全員加入としています（非正規生を除く）。 

学生保険等関係の連絡先 
 【五福キャンパス】 学生支援課 
 【杉谷キャンパス】 医薬系学務課 
 【高岡キャンパス】 芸術文化学部総務課学務チーム 

事故が起きたときの手続きの流れ 

対象となる活動範囲 
1. 正課、学校行事及びその往復 
2. インターンシップ、介護体験活動、教育実習、保育

実習、ボランティア活動およびその往復。但し、学
校が、正課、学校行事、課外活動として認めた場
合に限る。 

富山大学ホームページ 
 ホーム > キャンパスライフ > 学生保険（災害傷害保険・賠償保険） 
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機器が壊れたら、放置
せずに管理者に報告

してください。 
修理費は学研賠で！ 

https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/insurance/index.htmlより引用 

https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/insurance/index.html


緊急時の対応について 

42 



事故・火災・地震などの緊急時 
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まずは自分の命を守る。 
↓ 

周りの人たちの命を守る。 
↓ 

大学の設備を守る。 

心
構
え 

生命・身体に
関わる危険 

地震発生時 
ヘルメット、懐中電灯を利用 

火災発生時 
『火事だ～！』 →CO2消化器での初期消火（3分以内） 
→火災報知器、119番 →天井にまで火⇒逃げる！ 

https://www.u-
toyama.ac.jp/campuslife/
guide/pdf/2019/cg11.pdf 

水漏れ時 
装置に水がかかって壊れそうな場合も、
小野に電話を！ 

↪部屋に設置されている電話を利用！ 
0＋電話番号 

https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/guide/pdf/2019/cg11.pdf
https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/guide/pdf/2019/cg11.pdf
https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/guide/pdf/2019/cg11.pdf
https://www.u-toyama.ac.jp/campuslife/guide/pdf/2019/cg11.pdf
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